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7月19日㈫
北海道水素地域づくりプラットフォーム平成28年度第 1回会合
の開催～室蘭から始まる北海道水素サプライチェーンの展開～

　道内初となる移動式水素ステーションと公用車に燃料電池
自動車（FCV）を導入した室蘭市において、「北海道水素地域
づくりプラットフォーム」（座長：佐伯浩北海道大学名誉教授
（前北海道大学総長））の平成28年度第 1回会合を開催します。
　北海道における水素社会構築を目指し、産学官金が意見交
換を行い、今後の展開に向けての課題・取組状況などを共有
します。
　●場所　ホテルサンルート室蘭　3階光華（室蘭市中島町2-28-6）
　●時間　14:00～15:30
　●内容・室蘭市の取組（室蘭市長　青山剛氏）
　　　   ・ 移動式水素ステーション及び燃料電池自動車（FCV）

の概要について（室蘭市）
　　　   ・㈱日本製鋼所の水素関係の取組について
　　　   ・会員からの情報提供、意見交換　ほか
※傍聴を希望される方は、北海道開発局ホームページ
　 （ht tp://www.hkd .mlit . go . jp/zigyoka/z_kankyo/
suisotiikidukuri/index.html）をご覧いただくか、北海道開
発局 開発連携推進課（011-709-2311（内線5417））までお
問い合わせください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　 7月10日㈰
　ラベンダー摘み取り体験
　　ラベンダーの開花期に合わせ、花穂の摘み取り体験を行います。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　100名（定員になり次第）
　　　●場　所　つどいの森ラベンダー畑
　　　●時　間　10:00～
　 7月15日㈮
　ラベンダーハニーを作ろう
　　ラベンダーの風味を楽しむラベンダーの蜂蜜漬けをつくります。
　　　●参加費　500円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　30名／回
　　　●場　所　東口休憩所
　　　※申込み：滝野管理センター（011-594-2222）
　 7月17日㈰
　たきの森フェス～2016Summer～
　　森遊びやクラフト、音楽ライブを行います。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア
　　　●時　間　10:00～16:00
　　　※申込み：滝野管理センター（011-594-2222）
　※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。

7月 1日㈮・2日㈯
寒地土木研究所一般公開
10:00～16:00　国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　●入場無料

8 月 7日㈰
2016北海道スカイスポーツフェアin余市
7:00～14:30　 余市農道離着陸場･アップルポート余市（余市郡

余市町登町742番地 9）
　●入場無料
※詳細は27ページをご覧ください。
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　右ページ下の欄にも書きましたが、今年度から
始まる「人口減少時代の地域政策に関する調査研
究」の予習として、北海道を含む180の行政機関の
人口ビジョンと地方版総合戦略を拝見。人口減少
は避けられない現実としてほぼ共通し目標の柱建
てもそうそう違うはずもありません。地域づくり
に秘策はなく、持ち味を生かした魅力づくりと人
につきます。やるべきことをていねいに書き込ん
でいる自治体、特長あるアイデアを盛り込んでい
るところもあります。人口減少をことさら悲劇と
みる必要もないようで、「定常型社会」の広井良典
教授が行った全国約1000自治体へのアンケートで
は、7割が拡大成長ではなく生活の質的充実を追
求したいとのこと。このあたりを今年道内各地の
自治体の方々に直接ヒアリングしたいと計画中。
その節はお世話になります。（草苅）

研究所だより




